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はじめに
4輸では教育学部から地域学部への改組の湖室を，教員養成
とくにその量自淵掴に視点をあててその描移討改Eし，地域学部，
教育地域学科の将来を考えるための費料を提供することとした
しもそのさい，教員養成政策動向なども押さえながら，現在の地
域教育学科の「立ち位置lを明ら糾こしてみた凡
1 学剖組織の推移一教育特助、ら地域輔まで一
地域学部の前自'は鳥取大学顎置時 (1949)の学害学部までさ
かのぼる。その後，教育学部，教育却損劇学島地境学部と3回
の大きな嚇且転換を経て現在に至っている。教員養成との関係で
その歩みを振り返っておこう(表1参，明。
【教育特日時代1
1965年学苦学部が，教養部と教員の目白強成を行う教育学割に
改組された。教育特Eの入学定員似後，「定員」は入学定員の
こと)は峠笥撒員養成課程70人・中学校教員養成課程由人・
養護学校教員養成課程加人(許140人〉であった。その後，ベ
ヒ」ブームに伴う児童生徒の急増に姉Fすペく，1973年f:tJ母校
教員養成課程の定員が40人増やされて 110ん全体で1朗人と
なった佐直的には教員養成課程の定員同揃5千人増やされて
2万人になった)。その後は教員需要の繊少にともなって，目的
養成割扮の定員を時実する方向で改組が進んでいった。
まず"1988年には 4母校教員養成課程の定員40人を振り替
えて，「綿醒J(f-ゼロ失謀寵J)である「給合科学課程lを設置
し"1田5年には小学校教員養成課題・中学校教員養成掛程から各
10人の定員を総合科学課程に振り替え，学部定員の 3分の1が
「鵬程lとなった。全国的にみると， 1田0年代半ばには教員
養成学部の教員嵐清樟は10%台にまで落ち込んでいたが，当時は
18歳人口の急増期にもあたっていたこと，また将来の需要増に備
える必要もあったことなどから，教育学部定員を純桝忠商峨会Fる
のでぽよく，教員免許取得を卒業劃牛としない「芳融握lに
振り替える政策がとられたにうした振り替えによって国立大学
の教員養成課程の定員は1万5千人となった)。なお，「蹄融l
は当初1，rゼロ免課程lとして親横網霊の認定同認められていな
かったが，その後は大学の半j断で課程認定を受けることが可能と
なった。こうしたことから，教育学部の「総合科学課程lおよび
教育地域科学部の「地域科学課程Jr地域政策課程lは「ゼロ免
課砲であったが， i菊戸凍程lであっても「人間文イ国臆lでは
開放帯紅潮踊耀を設けることになった。
1田0年代，学都脚皆では目白場動賠院帽小が図られる一方，大
朝境教育学砂防酬の設置カ漣んでいった。鳥取大学でも 1田4年
教育学研究科が設置され今教科教育学の教員が2人体制になるな
ど教員養成の高度イ凶2図られていった。
陪情噛域科学割時代】
1田0刷、後半以降少子化防進展と駒郁の財政構造改革捕の
もと，2側年までに国立大学¢噌員養成課題の学生定員は5千人
背!臓さn， 1万人体制となった。このとき，鳥取大学I之教育学
部を較育地域科学部ベ蹴且した。全体の定員を20人目嚇したう
えで，桝椴教員養成課程・中学宅撒員養成語程・養護学校教員
養成課程を蜘kして教員の目前撞成を行う学校教育器程促員70
人〉と「締胞である，人間文僻睦徒員30人)，糊料学
課程徒員30人)，地域政策謀程使員初人〉の4課程に再編
した(位指規定として同教員養成と地境系課患をもっf複合学部」
総合科学標程【ゼロ免)
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と自己規定した)。このうち学校教育課程は人間教育コース佐
員加人:較育学:， ，t-.J!群，障害児教育学の3選修を置く)と教
科教育コース徒員同人:言語・粧会系教育学遺院理教系教
育学選低掃府・生活系教育学溜鼠表現スポーツ系教育学選修
の4遭修を置く)の2コース制で，教鵬程については掛掴，
小学杭養護明克中学校・高等学校の佐会，地盤，公民理科，
保錯体育，技術，家底情報の 1種免許状の課程認定をうけたQ
卒業覇牛として，①人間教育コースではイキ杭または中学校
の組会，理桝，保健梓育，技術，家庭，②言語・担金系コースで
はイ母校または桂会，信濃醸係コ}スでは，小判えまたは中
学校側掛，数学，鋭繍・生活系コースでは，時特克または
中学校の技術，家庭，~湯現・スポーツ系コースでは，小判克
または保健体育の免許の聯専を義務づけた (r主先許J)。これに
加え，人間教育コースでは養護学校2種の免許め取得も卒業要
件とした。
中学校・高等学校の国語，英語，音瓶美術については人間
文仕課程個際言語文化コース，芸術表現コースの2コー ス帝由
で課程認定をうけ，関車姉展成を行うことになったこれらの教
科については学校教育環程の学自主「主免許Jとすることはで
きず，唱l挽和として取得することになった。また地場科学・
地域政策の2課程は，教鵬課程を設けなかった(f-ゼロ免l謀却。
ここでの学割組織の重要な変化は教科別の教員組織が解体し
たことである。従期ま，教育・心理・障害児関係の教員を隙ハて
教員組織は中学校の教科が基礎単位になっていた@そこでは中
学校教員動鵡結詑着蛸蛾員動鵡躍という較静E織(学生
組織は柿志する研姉E織(教員組織を有していたが，小学校
教員養成課程，およ明照雑である給合科学課程は姉台する教員
組織をもっていなかった。とくに，総合科学課程について陪様々
な努力があったとはいえ，その教育の運営の責任体勢こついては
困難を抱えていた。こうしたこともあって，教員養成学部であり
ながら，教員養成課程の定員より鵜躍の定員が多b咽械となっ
td較青地域科学部では各課題に矧Fする教員組織として8講座
が設けられ，それぞれm講座教員が各課程の学生の教育に責任を
もっ体動まとられた。つまり課程制でありながら実節句には学科
制に近b哩用が為されようとしたのである。このとき，学校教育
課程には，人間教育講座(教育学・4哩学・糊岐護教育学の教
員)と教科教育講座(教科教育学の教員)が矧伝することになっ
た。教員養成の教員区分で言うと，学校教育課程はそのほとんど
のすべてが載織に関する科目，特殊教育に関する科目の担当者と
なり，教科に借する科目叫旦当者が不在となった教科に関する
科目の担当者はそbぞれb専門に関わる謀程(開放制課程，ゼ
ロ先減措9に対応することになった。 B髄姉IJe7.:犠員養成課程であ
る人間文仕課程では，ほとんどの学制敬員免許を取得すること
を想定していたとはいえ，榊脹聞には教科専門の担当者は，教
員養成が菌防油句な在務となった。このこと杭つぎの地域学部と
いう一部祥事仔吋コ嚇Eの基盤伸践到にも，心理的にも)となっ
たと，回ホる。
【地境学部の誕生1
国立大学ι犠員養成務担の定期l臓と，綿躍の拡大に伴って
問題となったのが，各大学における教員養成規親縮小に伴う養成
機能の停滞ないし低下の陪髄であった
「国立の教員養成系大学・特Eの在り方に骨する懇談会'JG.亘
称「在り方懇J)は2∞1年 11月に報告をまとめ， r.今後の国立の
教員養成大学・学部倒目織体制の在り方」について，つぎのよ
うに教育学部の再布櫛合の必護世を提言した。「教員養成学部を
A場謂主なまま各朝誼府県に置くのではなく，この際， 1都埴府
県1教員養成学部の体制を見直し，学生数々教員数がある程度の
規模となるよう再編・統合を行うことによって，個々の学部¢組
織の充実強化を図るとともに，教員養成に特化し，活力ある教員
養成帯守の教育研演瑚閥として，その特色キ機能を十分に発揮で
きるよう体制を整えていくことが必要である」。こうしお攻策提
言をうけ， 2∞4年4月，鳥取県における教員需給揖十の検討，鳥
取県教育員会との協説明均調整等を包島根た学教育学部との
聞で県境を越えた再編続合を行い，島根大学教育学部は斜酔な
「教員養鹿鞠」に，地岐殻静|朝日同蹄時都という「一般学
部」に生まれ変わった偵蜘嫌学桝田人・地域教育学科50人・
地峻文任洋科45人・地域環境学科45人/その後1人ずワ減じて
地域文イピ開に芸術文化コース4人を菊就学位比すべての学桝
で「学士位協鮮:)J)。そのさい，島根大学の「鵬程lの学生
定員30人をもらい，教員については 3人杭鳥取大戦も島根大
学ゆり，逆に島根大学からは 1人が鳥取木消ζ移った。なお，
zω4年は，大浮・学部の再編統合，独立法人化などを内容とする
「大学個立大学:)e7.:糟造改革プラン'JG童山プラン2001年6月)
のもと，国立大学潤虫立法人化された年でもあった。鵡Eの背後
には独法として，多数の教員を要し，かっ政策的にも再編を迫
られている教員養成学部を維持し続けることができるのかとい
った弛長も存在していたi。
教員養成に関しては全判句に対応することにより居髄姉仰課
程としてその「棚包jを最対蹄樹守することとした。具体的には
地境学部では，地境教育学科で綴雌園・小学校・糊I皮援学民
地域文化学科で英語，国語，地域政策学科で笹会，地底公民
地域環境学科で理科の教職課程を設けた。さらに，技術は農学部
(のち工学部機械工学科)，数学は工学奇跡志用数理学科に教臓課
程を設けたにのほ制こ，農学部で理科，情執農業工学部で
理科，情報，工業の課程認定を受けている)。音楽，美術，保健
体育，家庭については課程の設置ができなかった。
この改組に伴って，附属学校は学部附属から大判付属となり
附属学校全体の統括のため附属学校部が設けられた。また学制付
属較育実脚恰センターは大判付属の生涯議撤桜子センターに
蹴Eされ丸
大学全体の親離騨塁については，当初，教育実習を附属学校龍
その他は各学部がその運営に当たっていたが，2∞7年4月に大学
全体の駒暢廟星を統括する組織として，生涯教育総合センタ}に
「事綿姥貯部門」が設けられた斗ここで，教員養成カリキュラム
の開発・編成・学内調塾教員養成等に関する調査・訪断頭育実
習.jt護等体験のための学内調塾教員吉望者の支援，教職免許
科目朝日執学校ボランティアの派遣等の業務を行うことになっ
た(その後， 2仰年4月に生涯轍清総合センタ}は風上さ九教
職棒情部門は教育センター~門となった)。教職教育部門で
は，この間地織教育学科教員と協力しながら，鳥取木津町教職ス
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タンダードの僧求。ω1)，親船トトフォリオ切開発仰10)，
教職実践演習¢梗業開発仰1)などを行ってきている。
また， 2叩7年には全学の教職轍育の連絡調整組織として，教
職課程を有する学部の教務担当者と教職教育部門，附属学校部
(教育実習委員会)のft表者をメンバーとするを嫡健賄浬絡会」
が設けられ今今日に至っている。
2 地域教育学科のコンセプトと教員養成に
関わる任務
鳥取大学地域学部は，地域の公共的課題を探求し，地域の再
生・発展を研究・教育する学割として誕生した。そのなかで地域
教育学科は越街舵湾精力を再生・発展し，雑誠における人づく
りのキー・ノレソンを育成する学科として出発し丸学制4港情
研究のコンセプトとして設置申請時に合意した内容え①「学校l
「教育」だけでなく，産育，保育，養護などを含んだ「人周形劇
全体を問題にする(f.指妻融i;J)笹浮齢期に隈らず，人聞の誕生
以降生涯にわたる発達を問題にする (f生涯発達J)，③これらを
「地域lという空間と祇会関係のなかで拒握する (r地域教育.J)
という 3点であった。「キ←・パーソン」には教員を含みゥつ
も，保育士その他児劃替導員などの児童福省闘倒総担会較育関
係府除ど学科のコンセプトO:NIDにか村つる脚糟定された。な
お保育土については，鳥取県と協議し，県立の保育専門学校の定
員10入誠に姉芯して地艇禅問臨時情学科に10人の動指贈呈を
設置することとした。教員は基柏告に旧学校教育課程舗躍で
いえば人間較育調整と教科教育葡却の教員を引き継いだが，人
数同或じることになった白んのち定員時計1滅 。教摘聞
係の教員定員が最大値となる命岐耐震仙丸大学設置審議会の審
査内規にもとづく大学院讃育学研努第十の定員であったが，捌7
年の地域学研境界トの改組転換に伴いその根拠を失い，例えl"j激
科教育教員の2人体勢など尚樹守できなくなった慎際には地
域特設置からこの点、を先取りして，人事例Tオホていた)。
教員養成との関係でl志学部全体としては教員の目白犠成(一
部開放蜘嵐減を含む)から全面的に開放制 (r免許彊択制J)の教
員養成へと転じた。このとき，地域較育学科では閥姉暗躍と
して説雄園教職小母笥張教龍特努肢事告笥蕊教諭ι壇成課程をも
つことになり，また，保育土の養成コースも設けることになった。
開放蹄曜とはいえ， r.掛掴朝命又Iおわ学校教諭の教職態胞
については.， r教員養成を主たる目的とする学科等でなけれJ謂意
定を受けることができない'J (中央教育審議会教員養成割捨「教
職課程認定基準J2-ω)とされており，課題認樹古攻土からい
えば，地域教育学科口説病掴及び小学校教諭を目的的に養成する
学科として位置づけられているといえる。蹴時には「一般学
部d'"の醐珂鯛されたため後景に退いてしまったが，受験生
のニーズ禿ヰ堵僻価における教育委員会の委員からの期待など
を踏まえ点ば，この点は強調されて良し、学科のコンセプトであ
る「安接幸福祉Jr生霊留あ童l晴海長較育」といった幅広b常調子をも
ちつつ，教職人生を通じて唱えす湾市賓と修養lに励むことがで
きる(教育基本法第9掛，そのような基砲均資質をもったノj母
校・掛掴教員， 加えて糊リ支援学校教員を， 開放蜘j倹許遇択
僧Dの制度のもとで「自由切句に養成lしている，という視点から
のカリキュラムの充実が課題とされて良いだろう。断っておくが，
学科の任務を教員養成に特化すべきだといっているのではな川
「人づくりのキ←・パーソン」として，現代柾会における学校と
教員は非常に重い比重を占めており，頃許がとれるJ~養成機
能がある)というだけでなく「養成する」という視点が必要なの
である。また，中等学校教員の養成を含めて，教員養成全般を地
域教育学科の教育の任務とすべきだといっているのでもな川あ
くまで，学科で認定課程をもっr時喰・毅病掴・槻む副委学校教
員についての講論である。
教員養成との関係では地境教育学桝の教員の多くは，教職に
関する科目を提併することで，他単科，他浮都の教摘崩濯を支え
ている。催時割に関しては教養部解体ユ前は(学内)非常勤任
用されていた杭現在は本議として行っているo また，大学全体
の教員養成カリキュラムの開発など，教育センター¢噸摘姥蝉摘1
門と協カしながら行ってきており，今後もこの役割出期待され続
けるだろう。その他教育実習(事前・事衡舗を含む)指導，
附属学校との却司研究なども，教員養成学割時代と変わらす等桝
と学科教員の重要な任務となっている。
3 教職課程設置の抑制緩和と地域教育学科
の位置
I載鵬矧笥封置の抑市防問繍】
1980年代後半以降教員養成に関しては大学・学部の設邑
定員増の認可柄拘捕制されてきていた。しかし，今世紀に入って以
降¢相指晦駒の樹、大郡市なとれでの教員の需要の急増と中期的
な教員需要の朝日見通しなどを背景にこの抑制滞留目されると
とになった。却05年，教員養成系学部等の入学定員の在り方に関
する調査切断強力者会識えその報告「教員分野に係る大学等の
設置又は収溶定員増に関する抑制方針の取扱いtこついてJ(:加凶
年3月25日)で，抑嗣防安防撤廃と2附年度入学生からこの措
置捕直用できるようにとの提言を行った。こ¢桂言は同年3月
31日型日崩す)の苅昨陣省告示第51号によって実現された。
この措置はとくに小学校教員養成に大きな変化をもたらした。
多くの私立大学が，この間ほとんど認められてこなかった小母培
教員養成を行う学龍学制等を芳散し，また学科を再編してIJ学
校教員免許の認定課程定を設けるという顕著な動向が広がった。
ちなみに，私立大学の小今喰l種の課程認定取視をみると，2凹5
表2 小学校一種免許巌程認定文学激.定員敏
(Z009年4月1日現在)
.主一一一
.3免許状の種傾別の包定限程在有する大学等豊富(2010年5月1日現在}
免酢状の種.別の冨定鳳植を有する大字放等
文等学鼠 Eる末定学眼等程費を量有す
幼梅園 小学校 中学綾 高等学 豊島護 .!t聾 特別支
区分 稜 擾
国立 82 78 岨2.70事 50 51 自ー 7・24 5 51 
7;.公立 78 531 G7.9側 ー 2 38 47 14 14 2 
学私立 578 489 81AO覧 170 145 405 438 70 89 83 
'十 73自 598 81.31K 226 198 511 581 108 118 116 
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年1大学" 2附年14大学:， 2∞7年32大学， 2∞8年
27大学と 4年間でじっに84大学部課程認定を受けて
いる九従前からの養成だ戸で学部・学科再編により再課程認
定を受けた大学も含まれるが，ほとんどが菊「たに課諾調定を受け
た大学である。こうして，表2にみるように，私立大学のイ母校
の教摘蹴躍は 2009毎嘆には 131大学)240学桝・謀程，定員
数で 15，側人弱錨鴇騨哉と国立大学を大きく上回る規棋と
まで拡大したiiio2010年度でみると，何らカ呪濡定課程を有する
私立大朝ま81.乳崎戦の認定課程を有する私立大学は145枝
で〉私立大学全体の25.3%にものぼっている(表3)。
なお，国立の教員養成た学・特Eについて，先の報告では「原
則として，当競教員養成大学・学部の収容定員の範囲内において
樹材桁材もるべきもの」とし， rその眠教員養成課程胡課
程とを合わせて，当該教員養成大学・学部全体として，地域のニ
ーズ，~える学校教育関係人材の育成を適切に行っていく必要
がある」としむこの報告を受け，こののち，菊議躍の定員を蹴
じて教員養成課程に張り替える大判精出した匂∞6年:埼玉
愛知敢育，三車滋覧京朝轍育，奈良教育，岡山， 2∞7年:宮城
教育，加8年長崎，宮崎，和歌山，芳綿，千葉羽田年:福
岡教育，山口，静岡， 2010年:東京学芸対。
隊員採用肉舟教員養牒持陀一般大学班載一】
さて，国立大学の教員養成鵡程の静J、2附年以降の抑常l脂蜘
といった教員養腐政策にともなって，教員採周尉兄はrのようlにこ
変化したのだろうカh、抑借膿希擁治犠用状況に反映するのは却10o 
年以降本特的にその影響カ覗れてくるのは今後のことであると
尉オホLるω治杭えいリr柑l時吟哨笥蟻員闘lにζ臼つbい、吋て現時
こう弘。 2001年から却lωO年までの公立世割!]件哨笥蟻員の受験者，採用
者を養晴樹調別にまとめたものカ嘘4である。「教員養成lとあ
るのは国立¢海損養成系大学・学部(44大学)の卒業生である。
鳥取大朝ま「一般jに含まれる。
表4 小単交の教員擦用状況(全匡1)
2001 2002 2凹3 2004 
受厳者 21.262 23，380 22.952 21.1自5
46" 47鴨 48首 42‘ 
一般 19.325 19.812 20.880 22.825 
41覧 40略 41覧 45覧
|短大 3.870 3，901 3.989 3.964 
S覧 8覧 S略 S覧
|大学院 2.213 2，344 2.518 2.672 
5" 5弛 5也 5" 
合計 46.870 49.437 50.139 50.446 
援用者 2.983 4，307 4.975 4.956 
59覧 55" 53首 47覧
一般 1.639 2，795 3.560 4.586 
33" 38弛 38略 44覧
|短大 117 238 356 317 
2" 3" 4'‘ 3" |大掌陰 297 447 540 624 
8" 8" 8" s‘ 合計 5.016 7.787 9.431 10.483 
滋争率 9.3 6.3 5.3 4.8 
採用車 '6・‘a・J:It 14覧 18" 22" 23略
l一般 S覧 14弛 17略 20略
ます官験者数をみると，この 10年間ほぽ5万人前後でさほど
の変化なく「安庖拘」に推移している。内訳を見ると，教員養成
学部出身者の比率(及て湾局齢が2∞1年の47覧(23，3加入〉を
ピー クに減少し， 2010年には34%(16，田l人〉にまで低下してい
る。ぎゃくに，一般大学は糊順向にあり， 2側年に教員養成学
部を抜き，加10年には過半数の5刻印i，131人)に遣している。
採用数を見ると，全体では2∞1年の5，000人台から， 2∞4年
にはl万人台まで巨臨し，その後1万l千人新政で持鯵している。
競争率は2∞1年9.3倍をピークに低下し， 2005年以降は，ほぽ
4.5倍程度で事鯵している。また採用数に占める菊視学卒者¢割
合は:， 2002年度の2部程度から， 2010年度には4純度にまで上
昇している。
採用数の出身別内訳を見ると，教員養成系学部出身者は，実数
では2001年の3，∞0人程度から2∞5年には5，0∞人を超え.そ
の後は4，側人台後半で推移しているが，比率を見ると 2001年
度の捌から海枚低下し"2∞4年にはついに酬を切り，現在で
はほぼ叫でとなっている。これに対し，一般文学出身者は実
数では2∞1年の1，側人程度から毎年千人程度創日し， 2∞5年
には5，∞0人を超えた。比率においても2∞1年の33%から2揃
年には4痛とほぼ半数のシェアにまで要l腫し，その後もそのシェ
ア掛構している。
【教員養成という視点、から見た地域教育学科の位置】
採用率では，一般大戦敬員動式蝉より駒悌るとはいえ，
劃句にみると，中等学校教員と問視小学校教員においても，教
員養成大学ではなく一般大学が主要な悌鯨となっている。イ学
校教員と言えば国立の教員養成定判封身者というイメージlお且
去のものになりつつあると言える。つまり「採用」の「量l的側
面という視点から見ると，国立の教員養成大学・学部はもはそ植
型でも規御曹欄幾関 (defi凶昭institution)でもなくなった
ということである。
2005 2006 2007 2凹S 2009 2010 
20.860 18.470 17，734 17.381 16.819 16.581 
4倒 38覧 38" 35" 35弛 34冒
24.154 23.382 25，389 25.373 25.131 26.131 
47覧 49覧 51覧 51弧 52覧 53覧
4.086 3.911 3.909 3.989 3.779 3.477 
8" S覧 8" S略 S覧 n 
2.805 2.439 2.527 2.66日 2.914 3.058 
5" 5" 5" 5覧 6" 自首
51.905 48.202 49，559 49.411 48.843 49.247 
5.285 4.838 4.563 4.887 4.733 4.501 
48覧 41覧 44" 41弧 41覧 41冒
5.124 5.470 5.024 5.560 5.712 5.446 
44冒 49" 48弛 49略 49略 民鳩
417 462 330 441 399 348 
4" 4" 3" 4也 3" 3" 
692 633 572 649 707 686 
6" 8" 5" 8" S也 6蝿
11.518 11.203 10.489 11.317 11.551 10.981 
4.5 4.3 4，7 4.4 4.2 4.5 
25首 25恒 26" 27略 281 27首
21蝿 23‘ 2叫 2鵠 23覧 21首
{出所}文部科学省「公立学校教員採用選考試酸の実施状混について」各年より作成。ただし大阪府，堺市，横浜市は学歴等を把握していない.また
は把握のしかたが異なる等の理由で除外されている.
注)採用車=擦用者/受厳者Xl00
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地域学部地域教育学科(ひいては鳥取大学)に:io守する教員養成
比教員養成学部の閣議且転換であったため，教員養成学部と此撤
してすべての面で「不安塗な」教員養成というイメージを大学内
外で，あるいは学輔教員自身がもっているのではないカもしかし，
以上のように教員養成・採用における一般大学の位置を再確認し，
そこに地域教育学科偵踊間唱L鳥取大学)における教員養成を
位置づけると違った晴樹割2見えてくる。他の一般大学(その多
くは粒立大学である)と比べれば附属学校・圃の存在や，教職
関係、の教員裁あまたのOB・OGの存在などなど大いに恵まれ
ているといえる。私立大学カ務撃者η精神にのっとりながら教員養
成をおこなうように，鳥取大学・地域学部・地境絞育学科でも，
「不完全な教員養成大学・学部・学科」ではなく，一般メ浮とし
てユニーク布教員養成教育を展開し，一般大学の中で I名誉ある
地位lを築いていくことを目指すべきなのではなかろうカも
4 教育地域科学部と地域学部の教員免許取
得者と教員採用状況
すでに結論めいたことを書いてしまった。
最後に，教員養成学部であった教育地域科学部から一部持唱で
ある地境学部に改組して，教員免許状の取帰伏況と採用状況はど
のように変化したのかをみておこう(なお，地蹴学時ゆ改組に
伴って，新たに工学都で数学及日理科， 農学部(のち工学部)で
技術の認定課程を設置して，初---40入車度の学生方敬員免許を取
得しているが，この数は含まれていないことに留意されたしウ
まず，教育地蜘学部の率業生が生まれた 2003年度以降及
び地境学の卒業生が生まれた2∞7年度以降2010年度までの，免
許軍得者説教員になった学生数等を表5，その課醐'1・学科別
内訳を表6にまとめた。卒業生動式教育地域科学部時代は，教
員養成課謹であった学校教育課程使員初人Jと開姉時曜の
あっtu.、間文イ鴎催促員30人)の卒業者数促員1∞人)，地
域学部ほ全学科(開放節目課題，定員1別人〉の卒業生数である(た
だい教育地域科学部卒業生には教育学部の，地境学部卒業生に
陪教育地協科学部同座手度卒業生を含んでいる。後者の人数}'j衷
6参問。また， r教員免許布議提靖むのうち，~偽者数l はい
す11，iO>Q_漁許を聯号した者の人数(恐〈人数ではな刊である。
表5では改組によるおおまカイ晶盤勢の変化をみるため教育地域
科学部時代の4年間と地域学割時代の4年間の合計を，それぞれ
「教育地域科学部掛J，r地域学部計1として掲載した。
まず，教員免許の取得闘兄について，以下のこと科舗できる。
(1) r取等替数lを見ると，較育地域科学部時代は毎年即ー1∞
人，地峨学部時代は7か伺人といったスケールで10人程度
減っているが，率でいうと 1部自叫妙にとどまっている
(工学部，農学部の免許取得者をあわせると，鳥取太学全体
としては，免割智得者lお働目している)。
(2)免許唾別の取得数をみると，小今壊では「教育地域科学部
計J2∞人「地域学部計J147人で，地境学部の耳絹者は教
育地域科学部時代¢酌4分の3に減じており，実数では毎年
35-40人程度である。取得者のほとんどは地域教育学科の学
生であるから，地域教育学科の7-8害賠掛刻々司娩許を
取得していることになる。
(の中学校の，1M得数をみると「教育地域科学割掛J261ん「地
域学部計J139人で半減している。免許種カ鴇じたことの影
響もあるが，全体の取得者がl嘗躍度しカ誠じていなし、こと
からみると，中学校免許を含胡鱒娩粛軍得者治報じている
ことの影斡2強いとJ殴れる。
ω鳥取県の高校出身者とそれ以外との分布をみてみると，県
内出身者は地域学部となって， r取得者数J， IJ明娩許，
中学校免許とも半減している。これに対し県外者比中学校
免許で3分の2程度に落ち込んでいるものの，明輔教J，
イ噛娩許では教育地域科学割時代と同じである。
つぎに，教員採用に関しては以下のことが指摘できる。
(1)教員免許併l開率をみると，平均値でみると，教育地臨科
学部輸の 37%から地接持時代の 33~いと若干低下して
いる。ただし，地跡学部でも笈胤年以降はほぼ3Oo/oft:後半
て対笹移している。
(2)教員になった学生数は地域学部になって若干減沙してい
る。しかし，正規雇用動ま地域学櫛軒tの方がま勧目している。
(3)県内と県外を比較すると，教育地域科学部時代は，教員に
なった学生数の比率は県外と県内がほぼ同じであったが，
蝿蛾糊になってからは7離はが即位なっている。
(4)正規雇用のほぼ全員が県井である。
表5教育地域科学部{学校教育課程・人間文化課程)・地域学部における教免取得者数と教員就職敏
憲司昆 免許
.員にI;J.った学生"
事象年度 牢o l'静香' 含酎 h取県F盆.
軒 鳳肉 畢外
+ー
.肉 E島外 '十 血肉 昆外 '十 宣姐|事正盤 軒 宣鍾 :ltiI. '十
2010 地場 191 80 26 54 39 15 24 38 14 241 42冒 29 12 17 11 10 18 
201鴻 温橿 198 71 16 55 35 自 27 21 自 20 舗冒 舗 12 14 5 。 5 21 
2008 地場 181 71 重量 51 35 自 29 31 10 211 3曹司 28 8 18 5 。 5 21 
2∞7 地婿 184 自2 24 68 38 11 27 44 1 331 5(渦 n 4 18 
ー
。 自 18 
2∞s 教育地増 97 85 39 48 48 21 27 83 21 421 88岨 32 B 23 15 14 18 
2∞5 教育地鳩 110 15 45 50 54 23 31 74 34 40 鮒冒 35 。初 16 。18 14 
2∞4 教育地塘 " 79 35 44 41 19 22 曲。 28 321 80!1 19 4 15 12 11 7 2∞3 |敏育地域 1日1 88 却 58 57 24 33 岨4 19 451 87冒 42 且 34 20 E 18 宜主
地均直司直却計 754 314 86 228 147 40 107 138 41 981 421 1伺 36 67 27 28 78 
教育地域稗学部計 4日7u坐 149 198 2∞ 87 113 2唱1 102 159 85冒 129 20 102 L一旦 4 591 59 
注1)2∞7-2∞9年度I孟教育地婿科学部{温年度)寧鍵生を含む.吉た‘私学を含む。
注2)教育地域科学部の寧S量生数1;1;.教職餌程があった学校教育園E程{計圃養成.定員70)と人間文化標程(開放刷費量成.定員30)の2学科の合計.
注司教免取得率=教免取得者数/卒業生散、教免利用車=教員になった掌生数/敏免取得者数
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.免
t取県 相dlJ
:iE:. l iiI~:iE:彊 • 1 71 3舗
12 91 37冒
B 131 37冒
4 121 2411 
7 91 38!1 。 141 371 
3 41 241 
自 161 48首
35 411 33冒
16 431 371 
表6 教育地場科学部・地域学部における教免取得者・教員就職人数
免許取得者数 教員になった学生数
卒業 司直直B学科・課程 卒業 島耳障県肉 鳥取県外年度 生. 全体 幼 4、中 高
50 s 。。 6 自
地域 51 46 29 35 10 B 2010 学部 llJI文化 45 15 
。 2 13 13 
45 10 。z 
ー
10 
191 80 29 39 38 38 
54 s 。。 5 5 
地域 52 47 30 34 9 7 
学部 E島 til: 44 s 。。s 自
2009 45 5 
。。 3 4 
195 89 30 34 25 24 
教育 2 2 。 。
地科域学
人間文化 。。。。。
量十 3 2 。 1 1 。
40 
ー
。。 5 B 
地域 52 40 30 33 e 5 
学部 地域文化 41 15 
。 13 14 
45 s 。。 7 B 
2008 計 178 89 30 34 31 33 
教育 1 1 1 。。
地科域学 .聞文化 2 1 
。。
3 2 1 1 1 
47 12 。。 9 11 
地峨 44 41 29 35 2 2 
学部 1晶 tiヒ 38 13 。。1 11 
2007 41 14 2 
。12 13 
170 80 31 35 34 37 
教育 自 s 1 3 6 3 
地科域学
人間文化 B 4 。。 4 4 
世十 14 12 1 3 10 7 
教育 87 88 18 48 44 34 
2008 地科域学 人間文化 30 19 
。。19 19 
97 85 18 48 63 63 
教育 79 75 26 54 54 46 
2005 
地科織学
、聞文化 31 20 。。20 20 
110 95 28 54 74 88 
教育 88 88 15 41 50 48 
2004 
地科蟻掌 31 13 
。。10 12 
ー
79 15 41 由。 80 
教育 74 74 27 57 51 43 
2003 
地科域学 ‘聞文化 27 14 
。。13 14 
101 88 27 57 84 57 
【注)
①( Ht.私立学校で擦用になった人散を肉散で示す.
②「全体Jr申Jr寓』の敏値は.それぞれA以上の免許状を取得した人数在来す.
③地械学怖の各学科l宜、以下の学校橿・故科の4直腸隈程認定を受けている.
〈地域政策〉社会、地歴、公民、
〈地根教育〉幼稚園、小学校.特別支援学棟、
〈地域文化〉図面、英語、
〈地場環境〉理桝
特支
。
34 。
日
34 。
28 
日。
28 
。
。
28 
日
29 
2 。
20 。。
20 
4 。
4 
44 
46 
38 。
38 
27 。
27 
51 
52 
@iIl:宵地域科学部の掌綾歌育隈種1立教員の計画聾成謀種で定員70人であった.
合針 正規 葬正規 正規
4 。 1(1 
20 1(1 8(1 7 
2 。 1 
2 。。 2 
29 10 11 
3 。。 1 
19 。 4 11 
1 。。。
2 。 。
25 。 5 12 。。。。。。。
1 。。。。。。。
19 。 4 。
4 。 01 2(1) 
2 。。。
25 。 4 a 
1 。 。。。。。
1 。 。
2 。。。
18 。 4 4 
2 。 。。。。。
20 。s 4 
1 。 。
1 。。。
2 。 。
28 121 7(1 
4 01 3(1 。
32 15 7 
30 。131 5(1 
5 。 3 。
35 。18 。
17 10 3 
2 。 。
19 11 3 
39 2(1 181 5(1 
3 。。 1 
42 z 18 
ー
また、人間文化際担lま開放制の敏員聾成保程で定員30人であった〈ほとんどの学生が敏員免許状を取得していた).
なお、他のZ隈種は隈種腿定を提げておらず、免許状は取得できなかった.
⑤免酢取得者l立学郁を温じて一括申障した者の統計である.
⑥劫種園、小学捜.特別支掻学校免併1;l2祖免併を含む.
.7鳥取県の教員採用状規
小学後 中学捜 |高校 特別支E 養越4量・ 針
事正規
2(1) 
4 。
1 
7 
2(1) 
4 
1 
1 
s 
。
1 
日
自
2 
2 
13 
目
日。
2 
自
。
11 
日
1 
1 
自
1 
1ー2 
2 
14 
3 
4 
14(2) 
2 
18 
志願書 慣用者 倦皐 全国倍率意且者 橿周者 |情皐 全国情事|恵E者 |橿周者 思E者 |援周者|恵国者 護用者 恵国者|援用者
2010 287 35 8.2 4.4 318 10 31.8 8.7 377 20 97 12 e5 41 1.178 81 
2009 277 10 27.7 4.2 258 a 32.3 8.4 381 22 事4 10 50 21 1.060 52 
2008 266 10 26.6 4.3 237 
ー
39.5 9.1 443 23 83 10 59 21 1.088 51 
2007 330 20 16.5 u 404 18 22.4 9.8 578 26 78 12 74 41 1.464 80 
2006 323 ω 5.4 4.1 373 45 8.3 11.7 507 40 66 16 60 81 1.329 169 
2005 358 鈎 4.5 4.5 425 関 7.1 11.7 475 40 76 17 57 61 1.691 203 
2004 371 88 4.3 4.8 426 88 6.5 11.8 471 44 84 20 56 81 1.410 222 
2003 386 82 4.7 5.3 373 81 5.6 11.8 410 40 14 11 46 81 1.289 208 
2002 383 43 8.4 6.3 336 48 1.3 12 315 44 62 14 38 41 1.178 151 
2001 368 20 18.3 9.3 293 21 14.0 16 331 28 53 
ー
48 41 1.089 19 
2001-2010 γ / 1.180 15 15.5 1.211 42 28.0 1.118 81 352 44 248 121 4.791 284 
2003-2006 ど / 教育地域科掌書官 1.438 308 4.7 1.599 238 8.7 1，863 164 300 64 219 281 5.719 800 時代
注):文面E科学省『公立学校教員操周選考寓肢の実施状況についてJ(各年)より作成
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全国
健周倍率援用情事
14.11 8.2 
20.4 6.1 
21.3 6.5 
18.3 7.3 
7.9 7.2 
8.3 7.6 
6.4 7.9 
6.3 8.3 
1.8 9 
13.8 11.1 
18.1 レ/
7.1 / 
表S 島取文筆地域敏育~都・地減掌部卒業生の敏科別教員免許取得状況(延べ人数)
事業年度 l 申E学飾 l園嘗量掌 1.属 l盆金|基箇
院怯 I • 校
|審量 l轟術 l侵依 l霊盤鐘術 l園醤盈隼|軍属|撒塵|金皇 |纂醤|音量 l差衝 l優傭 l賓室
鈎10 地嶋 12 。自 9 
1し/。13 。自 10 自 8 笈白色 ‘調血 10 3 7 。s 4 4 5 
2008 地峨 11 a 6 。12 。g B E 
2007 地峨 自 。13 12 1 。6 。14 7 12 
2006 教育地域 11 10 自 5 12 5 4 7 
2∞5 教育地域 12 B B 9 12 3 5 11 
2004 教育地域 9 B 4 s 13 2 日
2∞3 教育地縁 12 自 5 13 6 2 5 5 
地級学部針 39 2 33 34 35 。。。
敏育地域科掌部計 44 35 21 35 43 11 18 31 
以上皮滞撒のうち，鳥取県内と県外の差異》とりわけ教育雄誠
科学部時代と蝿蝉持培日時代の差異についてはこの間の鳥取県の
教員採用制兄が大きな要因となっていると尉オもる。
表7に2∞1年以降の鳥取県¢犠員採用制兄をまとめておいた。
これにみるように，教育地域科学割時代の4年間にあたる抑3
年以腕年で間十 8∞人の柿部閉があったが，地域学部時代
却07年一2010年では計2白人にまで落ち込んでいるJ吟鞍では，
教育地域科特時代3個人に対し地境学部時代75人中学校で
陪絞育地域科学部時代田8人に対し地域学部制tt42人であり，
地域学部静代4年間の新卒蝶用数坤情地肱科学普時代の1年間
の採用数とほ国司数とし、った謝置にまで落ち込んでいる。また新
卒採用者はほとんどいない佳圏的には 2010年では，新卒蝶用
者¢庸治は全倖で31%，小学世では38%，中学校では29%)。こ
うした鳥取県における教員需要の落ち込みゃ，新卒正規採用がな
いという状1回ま予想されていたことであり，だからこそ地域学部
という-蝦学砕ゆ嚇嘩羽生がなされたのであったが，それにし
ても，地境学凱そして鳥取大学におげる鳥取県出身者の免許吠
取得槻兄，鳥取た学，雑誠学部出身者の鳥即鳥教員〈の就職肉兄
が現民の劃句スケールでよいかどうh検討されていいだろうlV。
つぎに，表6で学科別の状況をみておくと地煽撤育学科では
およそ9輔織の学制現訴を取得し， 4師鍍の学制湖面図こ
就いている。毅雄圃免許を有していることカ犠用の実質的条件に
なりつつある保育士での就織をあわせると，ほぽ6割が教員免許
状に関わって職を得ていることになる。地場教育特↓以外の3学
科の免許状の取得者は20-40人といったスケールである。なお，
地境教育学科でも教員免許諏持を希望しない学生もいる。とくに
学桝の必修科目ではこの点に毘慮した「語り」が必要である。
最後に，中学民高等学校の教科別の免割軍得状況をみておこ
う(表8)。
まず，地域宇部で認定課程を持っている国語，理鼎，担金，地
歴，公民英語の免許軍得者はこの4年聞を平均すると毎年7
人一10人である。教育地域科学割時代と比べると，英語がほんの
わずカ:般~している杭国語，社会はほぼ変わらず，理科，地底
公民出勤目している。地境学部となって，教科教育関係の教員は，
国語，社会(地歴・公民を含む')，英語でそれそ芳1..1人減じてい
る。教科教育関係の教員誠はないが，理容十回漸たに工学部で認定
謀程をもち，数学も教育地域科学者時代の2倍以上の学生を養成
している。これらの教科では一般学部になったことによって， 受
5 3 9 B 5 。12 5 4 7 4 
自 2 1 B 自 9 自 12 3 5 1 3 
自 5 9 B 4 7 自 12 s a g 
8 4 1 自 5 自 4 7 2 
ー
5 自。。39 36 27 31 30 。。。。
31 14 40 33 20 23 18 43 1 19 31 24 
帯学生裁が朝町する結果となっている。
また，教科に関する科目についていえば，地域宇部rゆ改組に
伴って，とくに，国語，英語で担当教員カ報じ，このことにより
関係授業科目数も減じている。英語は全学の「教育センター」
所属教員の支撞を得てある程度の水準を維持しえており，また拡
充の可制金もあるが，国語は，他の一般大学の開放指晴樹こ此載
するとかなり厳し川幡にある。
おわりに
教員論まという視点から地境学審民地腕較膏持ヰの歴史と現伏
を振り返ってみた。議論の耕オの提供とは別に主張したかったこ
とは以下の2点である。
(1) 目白鳴成から開姉構成に変わったのだから，たんに教員
養成の「核鮪jgJさえ存在していれJまよいということではな
い。開放制のなかでも学生のニーズに応じて「目白悌句」に
教員を養成することが追求されてよいのではないか(とり
わけイ母校教員養成。
(2) しかし， r目的内に教員養成を行うからといって，教員
養成期・大学を盤到こする必要はな川今や，教員採用
市場では一般学部出身者のシェアが教員養成大学・さ持Eの
それを上回っている。一嚇持制として，地峨学部であれば
地域学部の強みをいかして，特色ある教員養成を追求付L
ばよし主
なお，多く貯世糊Iが小学校教員の養成韻謹をもつようにな
って陪聞となってきていることの一つは学生の「基忍弾力」問
題である。 A、学教免許に関しては出句に「教科に騎する科目」の
必修単t幽噛捕に少な川教員養成特時代には中学校免許を副
免として商号することによって補ってきたりしていた杭中学校
のE眠諏縛も困難になっている。入学争犠における「選民l機能
カ2低下し，入事時における「質保障」が困難となった現在，多く
の一般大学・学部の中に埋没しないためには，IJ~予校教員を目指
す学生に対するリメディアル教育を含む全学共通教育の改革や
修得方法の検討，小学校「教科に関する科目」の科目葱融や修得
方法の見直しも課題となってくるだろう。
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註B これ以降教員幾腐学部から一般学部内変わったのは山形大学教育
文但持弘福島大学人開発達学識富山大津人間発達学調的3大掌であ
る.
.文樹劇学省『懇親・ i酬となる糊願醒賀沖~
E 文苦闘学省「平成21年4月1日現在Z教員免桝状を取得できる大学J。
宵この点に関して，参考までに21)10年9月地境特硬に求められて学
長・理事穏談会用の資料としてまとめた「鳥取県教員採用で鳥取大学出身
者の比津を上げる方策」という文書を掲載しておく佳く明唄，であるこ
とを断っておく)
l鳥取県赦員採用で鳥取大学出身者の此揮を上げる方策】
A 鳥取県における近年の教員採用に厨する実脂
車丘3年間の鳥取県¢激員採用制兄のうち、外部警帽で伊隠されえIJぜ学
校教員のデータを中，e，-I.:端アる。
肘虫剤ゆ
1 この3年聞の傾向を見ると次のような傾向にある。
(1) 採用数が圧倒期こ少な~\
(2)志寂者1こ占める鳥取大学出身者岬沿{占有明は、 1下l縦 である.
(3) 1次合格者の占有噌ま処23%であり、走議情の占有率よりt;l若干高
(4) A登録者数幌用予定者掛の占有率は1().，2()%であるが、明或ぬ21
年度I説舗財Eそれぞれ10人であるから、比畑区もあまり意味を持たなbも
2 平成20、21年度のI/J哨撒員採用倍率をみると、鳥取県の倍率は
28.7倍、 30倍佳圏平均主43倍、 42倍)、教員全体の採用倍率は213
倍、 20.4倍 佳直明釘ω倍、 6.1倍;鳥取鼎立Z年とも到璽最高僧唱
であった。
3 また、鳥取県で凶巨広場博玖場移眼用はされていなしも合格者は、
数存関側何日踊周ののち正規採用される。このため、教員免許を取得
した優秀な学生であっても、県砂防公務員や民間企業を希登する個旬
にある。また、県外出前敢闘謡館が崩螺を受験することもほとん
どなh
4 外調刺画蜘卒業生誕査データによれ法卒業生治敬員としてE現
雇用されるまでの期的論崎県に此載して長期こ才コたり、 2倍以上¢潮
間が治きかる。このため、卒業時鳥取県にJ匝現雇用¢湖師として羽織し
た場合でも、その後他府県で正規採用されて流出する場合会t見られる。
B 鳥取県教員採用における鳥取大学杜場者の比津を上げるにはどうし
たらよいか
l 質の向上
。〉鳥取県¢場合、養成と採用は直結しておらず、数年間制問搬鱒腕
期聞を経て正調諜周される。したがって、この期間観眼用の場合唱土
初任期間にあたる)を、教員としてのキャリア形成広湖聞としてどのよう
同晶ごすのれといった視点での動指か在り方の検討治活要である。(鳥
取県の場合、付け焼き刃的7ぷ教員採用試験対策な自活賠肘ある.r，伸び
きったゴムJ状態ではなく、 円帆FしろJのある状簡の鞄主を送り出すこ
と、非常蛾同期間(板胞の期間 iζ 自分割申ぼすことができるような卒
業生を生み出すこと主事掴だと，闘オLる)。
。洲恒激員養成大学出身者等との差別乞を1:1:功、ることが重要である
例え低学校内で¢根業・生徒準輔などの力量だけでなく、地掛とお
ける学跡ぴ役割を留織1へその関係を調整、再組鎗ぞきる地績のキー
パーソンとしての教師の動~.そうでな肘は御歌員養成系大学と
同:J1.腕螺で比般されへ教員数守強最設備の劣る『不完全な教員養成積良l
と見なされるおそれがある。
(3)大学院修了者ばE式採用まで胡績初演ll-暢柏崎る.大浮傍ゆ
進学者を増やすことも一つの方策である.
2 劃切扶
まず、鳥取大学的身者の鳥取県採用誤験の受験率を高めること泊湾え
られるが、現在のような高倍議長期制短調雇用期間という鳥取県の
実態地帯出7印有1能だろう。
次に考えられるのi立、鳥取大手当とおける教員志望の鳥取県出身者の比
率を高めることである。 他県に比して長期制拓国苑雇用期間を賞摘でき
る、鳥取県で教員になりたいという地元首句の入学者をりクIlr-卜する
ことである(なお、鳥取県出身の地域学部卒業生で、寸学校免割強得者の
人掛立、平成1手2勾渡まで、それえ仇1，68，15である). 
地峻学制激組時、中高¢技能系務時除いて樹樋り教員勤続行う
ことを、県内の人身にうまくアピ ;ーlVできなカりた仰匝がある。あらた
めて、鳥取大学のミッションとして教員養成を筆視しJ陶当なカを入れて
いることを示さなければならな"¥そのため、例えI'!.<I現在の教育セ
ンター教繭較育密閉を『教醐敏背センターJに改組するなどして、外拘け
に見える形でアピー凡-Tること、信湖鋭絹物吋蜘聞こ、教員養峨蝉抱
を全学でカバーするという点を強調したが、教員養成を主たる任務とす
る学科制崩瀬清学科)があり、この学科を中心に質の高い、ユニークな
教育養成を行うことをアピ ;ーlVすること(捕と免許を出す、とか、 9聞が
取れるということではなく〕、などにより、県内¢噂慣志望者を呼び寄せ
ることが必要だろう。(:注:文中榊びきったゴム.Jr.伸びしろJh、う
表現は本単名誉教授で現神戸大学教俊の波蹄沼男氏の表現を借りたも
のである)
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